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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜部屋移動＞

・竹林 忠志様  　10/20 21時に無断で5階へ行き夜景を見たかったという行動ありスタッフ介入している。病室移動し対応する事とする。
401号室→308号室へ移動する。
太田　富夫様   308号室→401号室へ移動して頂く。
＜患者様連絡事項＞
・小坂　君子様～本日退院、南山苑に入所となりました。

10/24(月) コロナワクチン実施予定で、病棟から準備したワクチンを南山苑に届けてください。問診票は本日姉様が持参しており、南山苑のスタッフに渡しています。
・吉田　守幸様～本日14：30～おいらせ町役場にて兄様と保健師、西舘SWでケア会議を行っています。内容は患者様のADLは自宅での生活が不可能であり、施設入所で退院を進めていく事で了承を得る相談となっています。
＜要注目患者様情報＞
・高橋　義明様～独語やニヤツキあり、チラシを集める行為は持続している。易怒性や他者への迷惑行為は見られていない。
・小笠原　文人様～歩行時の姿勢や日課の動作が奇異的で高揚的な様子あり。対面時の礼節は保たれている。
・松橋 文彦様～他者交流は少ないがスタッフとの対面時は表情穏やか。余暇もアルプロのファイルを読んでいる。飲酒要求言動なし。
＜歯科診察＞
・小笠原文人様～歯科受診し本日で終了となる。落ちついて診察受ける。
・出河　攻様～歯科受診し入れ歯のかみ合わせ調整している。本人は合わないと繰り返し訴え、かみ合わせ検査では問題ないと医師より説明を受ける。しかし、合わないの一点張りで、上の歯が下の歯の中に入らなければおかしいと話し、医師よりそれは不正かみ合わせで異常だと説明を受ける。とにかく入れ歯を使って食事し慣れる様指導を受け、今回で終了となる。
・金　留示子様～歯科受診する。次回10/28
＜田名部Ｄｒ診察、退院支援検討＞
・民部田和哉様～スタッフからは黒いマスクを購入したいと言う訴えがまだ続いている事を報告する。ご本人は血便が持続しているが、大腸の検査はもう少し延期しても良いと伝えている。また、薬の自己管理の要求あり。主治医からはまず退院に向けて入所する施設が決まってからにする様説明している。さらに、退院は一戸町の「のぞみ園」に頭を下げて戻りたいと言う。Dr.からは青山荘での出来事をしっかり自覚してもうしないと言えるようになり、のぞみ園が入所を許可した際には薬の自己管理もしていきましょうと伝える。
・板橋　利美様～内服薬に関連した質問をして、主治医から現在服用中の薬の内容説明を受けると納得している。腎機能も改善傾向の為徐々に内服薬を調整していくことをＤｒ．から説明あり。
・小豆畑裕介様～Dr.に幻聴が圧倒的に少なくなった報告している。眠気もなくなり、ここ2日間は調子良く過ごしていると言う。横浜市役所への書類も輸送し、夜間も良眠できていると穏やかに話している。ご本人希望で明日から昼食の主食を菓子パンに変更している。臨時薬同内容7日分処方あり。次回実施のﾊﾛﾏﾝｽ注射の指示あり。
・金　留示子様～主治医に就労支援の体験について質問をうけると「今のところはやれそう」と話し、環境にも適応できそうか問われると頷いている。頻尿たまにあり、血液検査での値はほぼ異常はみられていない事を説明受けている。退院時にピコスルファートも処方して欲しいとご自身でＤｒ.に伝えている。臨時薬同内容7日分処方あり。
・三浦みよ子様～退院に向けて自宅アパートの片付けと費用の調整、生活保護の申請に向けて加入している生命保険の解約の相談をしている事を主治医に報告する。また、糖尿病のコントロールとして間食の制限を意識して行っている事も報告している。診察ではご本人にも確認し、退院に向けて実施を継続することをDr.からもお伝えしている。突然「自宅の片付けに行きたい」と言い出し、外出を希望するが、現在はむしろ退院に向かって準備する様説明を受け了承している。
・三浦　綾子様～ご自身でメモ帳に記載した今後の退院予定のスケジュールなどを主治医にお伝えしている。前回処方と同内容で7日分処方あり。
・畑中　成夫様～レストランへ行く時にＡ様の事が気になり、病気は何かと尋ねる言動あり。個人情報で伝えられない事も説明している。青山荘に行く機会はあるのか確認し、自身のトラウマに関する悩みを主治医に伝えている。思いを訴え、話し、伝える事で落ち着いている。
・高橋　義明様～自身から訴える事は無く、主治医の質問には独り言について「ある」幻聴について「まあ、ある」等と返答している。チラシを集めているか問われると無言になっているが、何か気になる情報があるか問われると「ああ、確かに」と話している。質問の内容は理解できている。
・吉田　守幸様～主治医の質問にしっかり言語化した言葉で返答している。作業の参加を問われると「今日、休んだ」ラジオ体操は「うん、やってる」と話す。
・太田　富夫様～病室は4階に移動となり「大丈夫だと思う」と話される。最近排ガスの際に少量水様便の失禁があり気になると話され、下剤を調整する事となる。就床前薬からセンノシド中止、夕食後薬にビーマス1Ｔ開始となっている。
・高橋　伸治様～作業療法では漢字練習に取り組み、難しい漢字も頑張って書いていると話している。幻聴もないとのこと。
・池田　康憲様～薬の自己管理について主治医に問われると「やってますよ」と穏やかに実施できている事を報告している。下肢の痛みについては持続していると訴えている。Dr.からは神経痛への薬も継続して処方とする事を説明している。臨時薬同内容で7日分処方あり。
・久保　興介様～最近、午前の眠気が軽くなり作業に参加出来ていると話している。メモ用紙に主治医に伝えたい内容を記載して持参している。表情穏やか。
・板橋　利美様～内服薬に関連した質問をして、主治医から現在服用中の薬の内容説明を受けると納得している。腎機能も改善傾向の為徐々に内服薬を調整していくことをDr.から説明あり。
・松橋　文彦様～主治医よりアルプロの内観療法について説明あり。思い出から誰かに支えられてきた事を思い出し、断酒に繋がって行く関連性など内容説明に理解を示している。血液検査の結果も飲酒に関連した貧血も断酒により改善されてきている事を説明している。便もまだやや白い状態であるが、膵炎後であり経過観察していく。
